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中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中

に
蔓
延
し
、
先
月
末
の
集
計
で
は
感
染
者
は
一
千
万
人

を
超
え
、
亡
く
な
っ
た
方
々
も
五
十
万
人
以
上
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
は
、
感
染
者
の
数
は
約

一
万
八
千
五
百
人
、
死
者
の
数
は
九
百
七
十
二
人
で
し

た
が
、
終
息
の
気
配
は
み
え
ず
、
東
京
と
そ
の
周
辺
の

県
で
は
増
加
し
て
い
た
の
で
、
今
は
も
っ
と
増
え
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

四
月
初
め
の
非
常
事
態
宣
言
の
前
よ
り
始
ま
っ
た

「
自
粛
生
活
」
は
、
仕
事
や
学
校
や
商
売
や
普
段
の
生

活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
無
駄
に
出
歩
き
、
人
と
接
触

す
る
こ
と
が
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
つ
な
が
り
、
家
に
い

る
こ
と
が
予
防
と
蔓
延
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
と
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
来
は
、
仏
様
の
身
と
口
と

心
の
働
き
を
意
味
す
る
「
三
密
」
と
い
う
言
葉
が
、ウ
ィ

ル
ス
が
伝
染
し
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す
、「
密
集
・

密
接
・
密
閉
」
の
意
味
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
「
密

接
」
を
「
接
近
」
に
し
、下
の
三
文
字
を
と
っ
て
「
集
・

近
・
閉
」
と
い
う
人
も
お
り
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
一
日
に
は
非
常
事
態
宣
言
が
解
か
れ
、

六
月
十
九
日
か
ら
は
全
国
へ
の
移
動
自
粛
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
お
寺
も
非
常
事
態
宣
言
前
か
ら
各
種
の
制
限

を
す
す
め
、
予
定
し
て
い
た
大
き
な
法
要
や
定
例
行
事

は
も
と
よ
り
、
自
粛
生
活
へ
の
協
力
と
し
て
、

回
向
や
ご
祈
願
、
納
骨
な
ど
の
受
付
も
す
べ

て
中
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
に
予
定
し

て
い
る
お
盆
の
法
要
な
ど
も
、
規
模
の
縮
小

や
堂
内
参
列
の
制
限
な
ど
を
さ
せ
て
頂
き
、

執
り
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

承
知
お
き
下
さ
い
。

　

こ
の
自
粛
生
活
は
、
ど
の
業
界
や
世
間
で

も
今
ま
で
普
通
に
話
し
て
い
た
こ
と
や
行
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
の

全
て
を
見
直
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
医
療
関
係

者
を
は
じ
め
多
く
の
職
種
の
方
々
が
、
感
染
の
危
険
を

か
え
り
み
ず
に
自
粛
生
活
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
常
に
距
離
を
保
ち
、夏
で
も
マ
ス
ク
を
し
、

大
き
な
声
で
話
さ
な
い
な
ど
、コ
ロ
ナ
か
ら
身
を
守
り
、

コ
ロ
ナ
を
広
め
な
い
生
活
を
考
え
て
実
践
し
、
こ
の
秋

に
も
必
ず
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
第
二
波
・
第
三
波

に
備
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
そ
の
大
変
な
生
活
は
続
き
そ
う
で
す
が
、

世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
研
究
や
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
日

は
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
努
力
精
進
し
、
現

代
の
便
利
な
機
器
を
利
用
し
、
時
に
は
広
い
空
間
で
マ

ス
ク
を
外
し
深
呼
吸
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
、
大
き
な

拠
り
所
で
あ
る
神
仏
や
ご
先
祖
様
に
祈
り
を
捧
げ
、
こ

の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
終
息
を
願
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三



青葉の笛だより （2）

　《
若
し
能
く
此
の
呪
を
誦
持
し
て
我
が
名
を

称
念
す
れ
ば
、
一
切
の
求
む
る
所
は
、
必ひ

つ

定じ
ょ
うし
て
成
就
し
、
富
貴
自
在
、
無
病
安
楽

に
し
て
、
智
は
弁べ

ん
ざ
い才
を
得
て
、
世
・
出
世

の
事
は
意
に
称か

な

わ
ざ
る
こ
と
無
く
、
乃な

い
し至

無
上
菩
提
を
証
得
せ
ん
。》

　
　
　
　
　
　
　
　
（
味
読
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

か
く
の
ご
と
く
、
観
音
を
説
く
諸
経
典
で
は
、

観
音
の
現
世
利
益
の
功
徳
ご
利
益
の
絶
大
な
る

こ
と
を
強
調
し
て
教
示
し
て
い
ま
す
。

　
六
、百
ヵ
日
の
お
導
師
と
し
て
の
観
音

　

こ
の
観
音
さ
ま
は
、
百
ヵ
日
の
お
導
師
で
あ

り
、
守
り
本
尊
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
観

音
は
亡
き
人
々
に
対
し
て
も
、
現
世
に
生
き
る

人
々
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
共
に
同
等
と
観

じ
て
教
導
さ
れ
る
の
で
す
。
仏
教
で
は
生
と
死

は
、
別
々
の
も
の
で
は
な
く
紙
の
表
裏
の
ご
と

く
一
枚
な
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
生
と
死
は
同

一
に
し
て
、
ま
さ

に
生
死
一
如
な
の

で
す
。

　

か
く
て
、
亡
き

人
々
の
み
魂
は
こ

の
観
音
さ
ま
の
有

難
い
教
化
に
浴

し
て
ご
利
益
を

受
け
、
更
に
次

の
一
周
忌
の
勢

至
菩
薩
の
も
と

に
導
か
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

三
、
『
観
音
経
』

　
　
　
―
観
音
信
仰
を
広
め
た
お
経

　

観
音
の
信
仰
が
世
に
広
く
深
く
浸
透
し
普
及

し
た
の
は
、
偏
に
『
法
華
経
』
の
「
観
世
音
菩

薩
普
門
品
」（
通
称
『
観
音
経
』）
の
力
に
依
り

ま
す
。
当
経
の
中
に
は
「
念ね

ん
ぴ彼

観か
ん
の
ん
り
き

音
力
」（
か

の
観
音
の
偉
大
な
功
徳
力
を
念
ず
れ
ば
）
と
い

う
文
言
が
繰
り
返
し
説
か
れ
、
観
音
が
殊
の
ほ

か
称
讃
さ
れ
、
か
つ
多
数
の
ご
利
益
が
説
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
経
が
飛
鳥
時
代
に
階
層
を
超
え
て

人
々
の
間
に
広
ま
り
、
中
世
の
終
わ
り
頃
か
ら

江
戸
時
代
に
は
、
各
地
に
観
音
霊
場
が
開
創
さ

れ
、
巡
礼
巡
拝
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
、
観
世
音
菩
薩
の
尊
容

　
　
　
―
聖
観
音
と
変
化
観
音

　

観
音
に
は
実
に
多
く
の
変
化
観
音
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
る
お
姿
は
聖
観
音
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
お
姿
は
、
お
顔
が
一
つ
で
手
が
二
本
の

一
面
二に

ひ臂
で
、
右
手
に
清
浄
な
蓮
の
花
、
左

手
に
水

す
い
び
ょ
う瓶
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

持
物
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
施
無
畏
印
だ
け
の
お
像

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。）

　

こ
の
聖
観
音
が
基
本
と
な
っ
て
、
衆
生
の
多

様
な
願
い
と
、
そ
れ
に
応
ず
る
観
音
の
慈
悲
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
姿
（
変へ

ん
げ
し
ん

化
身
）
が
生

み
出
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
、
応
病
与
薬
で

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
『
観
音

経
』
に
説
く
、
仏
菩
薩
な
ど
の
三
十
三
変
化
身

（
三
十
三
と
い
う
数
は
無
限
や
永
久
を
表
示
）、

六
道
に
配
さ
れ
た
六
観
音
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
東
密
系
（
真
言
宗
）
の
六
観
音

は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
り
ま
す
。

　
 

〈
六
観
音
〉　
　
　    

〈
六
道
〉

　
　
聖
観
音
―
―
―
―
―
地
獄
　
　

　
　
千
手
観
音
―
―
―
―
餓
鬼

　
　
馬
頭
観
音
―
―
―
―
畜
生

　
　
十
一
面
観
音
―
―
―
阿
修
羅

　
　
准
胝
観
音
―
―
―
―
人
（
間
）

　
　
如
意
輪
観
音
―
―
―
天

　

な
お
、
七
観
音
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
れ
に

不
空
羂
索
観
音
を
加
え
ま
す
。

　

五
、
変
化
観
音
の
ご
利
益

　
　
　
―
十
一
面
観
音
を
例
と
し
て

　

変
化
観
音
の
ご
利
益
に
つ
い
て
少
し
解
説
し

て
み
ま
す
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
観

音
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
観
音
の
三
十
三
変
化

身
（
三
十
三
観
音
）
と
、
そ
の
ご
利
益
で
あ
り

ま
す
。

　
『
観
音
経
』
は
皆
さ
ま
が
日
頃
親
し
く
読
誦

し
て
お
ら
れ
、
よ
く
ご
存
知
と
思
う
の
で
、
尊

名
な
ど
の
説
明
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
持
ち
の
経
本
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
変
化
観
音
の
一
つ
で
あ
る
十
一

面
観
音
の
ご
利
益
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
『
仏
説
十
一
面
観
世
音
菩
薩
随ず

い
が
ん
そ
く
と
く

願
即
得
陀
羅

尼
経
』
よ
り
引
用
し
ま
す
。（
こ
の
お
経
は
和

製
経
典
と
も
）

　
《
我
に
神じ

ん
じ
ゅ呪

有
り
。
若
し
衆
生
有
り
て
受
持

す
る
こ
と
有
ら
ば
、
一
切
の
病び

ょ
う
げ
ん患

と
憂う

く苦

と
を
除
却
し
、
一
切
の
悪
業
と
煩
悩
と
を

消し
ょ
う
じ
ょ
う
除
す
。
身
・
口
・
意
業
を
し
て
皆
清
浄

な
ら
し
め
、
心
中
の
百
千
万
億
等
の
事
を

し
て
成
就
せ
ざ
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
。》

（
中
略
）

　《
若
し
、
日ひ

ご
と毎

に
誦
す
る
こ
と
一
百
八
遍
す

れ
ば
、
万
病
は
消
滅
し
、
寿
命
は
長じ

ょ
う
お
ん遠

に

し
て
、
常
に
十
方
の
諸
仏
に
護
念
せ
ら

れ
、
財
宝
・
衣え

じ
き食

も
乏
し
き
所
無
か
ら
し

め
、
衆
人
の
恭く

ぎ
ょ
う敬
し
て
愛
念
す
る
を
獲

ぎ
ゃ
く
と
く得

せ
ん
。

　
　
　
復ま

た

更
に
、
一
切
灾さ

い
お
う横
の
鬼き

じ
ゃ虵
、
刀
杖
、

毒
薬
、
呪じ

ゅ
そ詛

、
怨お

ん
ぞ
く賊

、
水
火
の
能
く
害
す

る
所
と
為な

ら
ず
、
怖
畏
を
遠お

ん
り離

し
て
安あ

ん
の
ん穏

を
獲
得
せ
ん
。
命
終
の
時
に
臨
ん
で
十
方

の
仏
を
見
、
極
楽
に
往
生
し
て
悪
趣
に
堕だ

せ
ざ
ら
ん
。》（
中
略
）

　《
時
に
観
世
音
菩
薩
は
即
ち
呪
を
説
き
て
曰い

わ

く
。
唵お

ん

摩ま

訶か

迦き
ゃ

盧ろ

尼に

迦き
ゃ

沙そ

わ

か
波
訶
》（
中
略
）

　《
若
し
男な

ん
に
ょ女

有
り
て
、
此
の
呪
を
誦じ

ゅ

す
る
こ

と
一い

っ
ぺ
ん遍

す
れ
ば
、
十
悪
五
逆
の
一
切
の
罪ざ

い

障し
ょ
うは
、
皆
悉

こ
と
ご
とく
消
滅
し
、
諸
の
病
苦
を
除

き
、
諸

も
ろ
も
ろの
怖
畏
を
離
れ
、
生し

ょ
う
じ死
の
海
を
超

え
て
涅ね

は
ん槃
の
岸
に
到
ら
ん
。》（
中
略
）

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⑿

　

―
観
世
音
菩
薩

（下）  

摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳
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◆ 

八
月

○
九
日    

（
日
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音
　 

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
一
日
（
火
）
～
十
五
日
（
土
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
土
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿

○
十
七
日
（
月
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　
青
葉
殿

　
※
十
五
日
・
十
七
日
共
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、
参
列
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
　
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
十
九
日
（
水
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
木
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
木
）・
二
十
一
日
（
金
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆ 

九
月

○
十
九
日
（
土
）～
二
十
五
日
（
金
）　 

彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
日
の
み
午
後
三
時
）〉
護
摩
堂

○
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）　
彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆  

十
月

○
二
十
日
（
火
）・
二
十
一
日
（
水
）　
大
師
縁
日

　
◆ 
十
一
月

○
二
十
日
（
金
）・
二
十
一
日
（
土
）　 

大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
月
）　 
秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　 

柴
燈
大
護
摩
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
一
時
〉
須
磨
寺 

境
内

　

四
萬
六
千
日
と
は
、
観
音
様
の
ご

縁
日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る
と
、

四
萬
六
千
日
参
詣
し
た
の
に
相
当
す
る

功
徳
を
生
ず
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
本
堂
に
お
い
て
初

盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行
い
、
引

き
続
い
て
境
内
に
ろ
う
そ
く
で
形
作
ら

れ
た
巨
大
な
観
音
様
の
お
顔
、
み
あ
か

り
観
音
の
前
で
読
経
し
、
皆
様
方
の
所

願
成
就
・
萬
霊
供
養
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

余
興
の
太
鼓
の
奉
納
演
奏
は
、
中
止
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
本
堂
内
の
参
拝

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

  

夏
・
秋
の
行
事
案
内

 
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
～
み
あ
か
り
観
音
～

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日　
　

午
後
六
時
よ
り

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

一
、
ご
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也



青葉の笛だより （4）
　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ
い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の
一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感
謝

し
、
火
渡
り
に
よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行
い
ま
す
。
火
渡
り
修
行
と

は
火か
し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴
燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に
よ
り
災
厄

を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、厄
難
消
除
の
た
め
に
、

火
渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　

火
渡
り
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
一
、
日
　
時	

十
一
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）

	

午
前
十
一
時
開
白

　
一
、
会
　
場	

須
磨
寺
境
内
　
※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　
一
、
ご
祈
祷	

特
別
祈
祷
札
　
一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

	

添
護
摩
木
　
　
　千
円

　
一
、
火
渡
り	

厄
年
特
別
火
渡
り
　
五
千
円

	

一
般
火
渡
り
　
　
　
二
千
円〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　

  

※
火
渡
り
修
行
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　  

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
一
、
お
申
し
込
み
　
　
須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

令和三年
厄年表

　
正
覚
院
、
放
生
池
の
築
山
に
石
龕
に
納
め
ら
れ
た
『
楊
柳
観
音
石
仏
』
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
仏
は
正
覚
院
中
興
の
祖
三
浦
真
澄
和
尚
が
昭
和
十
年
前
後
に
中

国
の
東
北
地
方
（
旧
満
州
）
よ
り
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
す
。
台
座
に
『
大
斉

永
元
五
年
養
造
』
と
銘
が
あ
り
中
国
斉
朝
（
西
暦
五
百
三
年
）
の
も
の
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
楊
柳
観
世
音
菩
薩
は
一
名
を
薬
王
観
音
と
も
云
わ
れ
、
三
十
三
観
音
の
筆

頭
と
し
て
衆
生
よ
り
篤
く
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
仏
様
で
す
。
そ
の
右
手
に
は

柳
の
枝
を
取
り
、
左
手
に
は
薬
壺
を
持
し
て
、
一
切
の
衆
生
に
良
薬
を
ほ
ど

こ
し
、
病
苦
を
は
ら
い
生
命
を
救
う
観
音
様
と
し
て
深
く
信
仰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 永え

い

元げ
ん

楊よ
う

柳り
ゅ
う

観か
ん

音の
ん

石せ
き

仏ぶ
つ

須
磨
の
火
祭
り

須
磨
の
火
祭
り

 

平
成　

十
五
年
生
（
女
性　

厄
年
）　　

平
成　
　

九
年
生
（
男
性　

小
厄
）

 

平
成　

二　

年
生
（
女
性　

前
厄
）　　

昭
和
五
十
六
年
生
（
男
性　

前
厄
）

 

平
成　

元　

年
生
（
女
性　

本
厄
）　　

昭
和
五
十
五
年
生
（
男
性　

本
厄
）

 

昭
和
六
十
三
年
生
（
女
性　

後
厄
）　　

昭
和
五
十
四
年
生
（
男
性　

後
厄
）

 

昭
和　

六
十
年
生
（
女
性　

厄
年
）　　

昭
和
三
十
六
年
生
（
男
性　

厄
年
）

 

昭
和
三
十
六
年
生
（
女
性　

厄
年
）



青葉の笛だより（5）

　
終
活
と
言
う
と
ま
ず
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
。
で
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
書
く
目
的
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

周
囲
の
状
況
を
見
て
私
が
感
じ
る
こ
と
は
、

　

① 

ご
自
身
の
今
の
生
活
環
境

       （
資
産
状
況
等
）
の
把
握

　

② 

将
来
に
向
け
た
ご
自
身
の
希
望
と

       

人
生
設
計
の
確
認

　

③ 

旅
立
ち
の
準
備
と
旅
立
ち
後
の

       

事
務
の
段
取
り　
　

等
々

　

①
～
③
の
こ
と
を
書
き
出
し
て
目
に
見

え
る
よ
う
に
し
て
ご
自
身
や
ご
家
族
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
主
な
目
的
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
気

を
付
け
て
頂
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

　

①
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺
言
書
の

よ
う
に
法
的
効
果
を
必
ず
発
生
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い

　
② 

記
載
内
容
が
重
要
な
個
人
情
報
が
多

い
の
で
記
載
の
仕
方
に
気
を
付
け
る

　

③ 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管
を

       

厳
重
に
す
る

　

④ 
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
の

        
目
的
を
明
確
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
き
ち
ん
と
埋
め
て
も
そ
れ
が
直
ち
に

「
遺
言
書
」
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
生
じ
る

も
の
で
は
な
い
で
す
し
、市
販
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
見
る
と
財
産
等
に
つ
い
て

詳
細
に
記
載
す
る
も
の
も
多
く
個
人
情
報

が
満
載
に
な
っ
て
お
り
、
第
三
者
に
見
ら

れ
て
し
ま
う
と
不
測
の
損
害
を
被
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、『
遺
言
書
・
任

意
後
見
契
約
書
・
死
後
事
務
委
任
契
約
書

等
の
作
成
』
を
決
め
た
時
に
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
の
が
ベ
タ
ー
だ
と

思
い
ま
す
。『
遺
言
書
等
の
書
面
』
は
「
ご

自
身
の
資
産
状
況
の
確
認
と
資
産
の
分
配
」

「
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
、
介
護
を
要
す

る
段
階
で
の
希
望
す
る
対
処
」「
葬
儀
・
埋

葬
等
に
関
す
る
希
望
」「
居
宅
・
家
財
の
処

分
等
」
等
に
つ
い
て
ご
自
身
の
意
志
を
反

映
し
、
ご
自
身
で
判
断
が
出
来
な
く
な
っ

た
時
・
動
け
な
く
な
っ
た
時
・
旅
立
っ
た

時
や
そ
の
後
の
事
務
を
お
願
い
す
る
方
へ

の
経
済
的
な
こ
と
を
含
め
た
事
務
負
担
等

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
か
つ
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ご
自
身
の
資
産

や
生
活
環
境
、今
後
の
希
望
等
を
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
で
整
理
を
し
て
か
ら
、
そ
れ

を
基
に
専
門
家
に
相
談
し
て
必
要
な
書
面

を
作
成
す
る
と
い
う
の
が
理
想
の
カ
タ
チ

だ
と
思
い
ま
す
。

周
活
（
終
活
）
で
大
切
な
こ
と
は

　

① 
ご
自
身
の
想
い
を
明
確
に
し
て

　
　

 

伝
え
る

　

② 

事
務
を
お
願
い
す
る
人
へ

　
　

 

負
担
の
軽
減

こ
の
２
点
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
し
、

心
身
に
不
調
を
き
た
す
と
自
分
だ
け
で
生

活
を
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
旅
立
ち
の
時
や
旅
立
ち
後
の
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー
ト
し

て
頂
く
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
備
え
を
し
、
ご
自
身
の
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
で
、
日
々
を
安
心
し
て
楽
し

く
暮
ら
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
お
寺
で
学
ぶ
周
活
知
恵
袋

お
寺
で
学
ぶ
周
活
知
恵
袋　
　

  

須
磨
寺
派
潮
音
寺
副
住
職　

中
山 

戒
仁 　

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

　
の
ト
リ
セ
ツ



青葉の笛だより （6）
　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
前
の
三
月
十
三
日
に
高
野
山
金
剛

峯
寺
に
て
、
第
五
百
二
十
一
世
寺じ
む
け
ん
ぎ
ょ
う
し
ぎ
ょ
う
ほ
う
い
ん

務
検
校
執
行
法
印
に
就

任
し
た
遍
照
光
院
住
職
・
酒
井
道
淳
大
僧
正
の
転て
ん
ね
し
き

衣
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寺
務
検
校
執
行
法
印
と
は
高
野
山
内
で
は
最
高
の
位
で
、

弘
法
大
師
の
名
代
と
し
て
高
野
山
内
の
重
要
な
法
会
や
儀

式
の
導
師
を
取
り
仕
切
る
役
職
で
任
期
は
一
年
。
元
々
は

臨
時
の
職
で
し
た
が
、
高
野
山
で
は
一
一
三
六
（
保
延
二
）

年
に
真
誉
と
い
う
僧
侶
が
就
任
し
て
以
来
は
常
職
と
な
り
、

略
し
て
法
印
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
転
衣
式
と
は
法

印
の
就
任
披
露
で
、
緋
色
の
僧
衣
に
着
替
え
、
次
期
法
印

か
ら
祝
い
の
米
と
昆
布
を
受
け
取
る
「
松ま
つ
さ
ん
ぽ
う

三
宝
の
儀
」
で

祝
福
を
受
け
ま
す
。

　

遍
照
光
院
と
須
磨
寺
は
縁
が
深
い
た
め
本
来
な
ら
一
山

を
上
げ
て
お
祝
い
に
駆
け
付
け
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
式
典
が
縮
小
さ
れ
た
た

め
参
列
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
転
衣
式
は

参
列
者
を
高
野
山
内
寺
院
住
職
・
町
家
の
み
に
絞
り
、
粛
々

と
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
日
本
全
国
で
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
や
延
期
に

な
り
ま
し
た
が
、
高
野
山
で
は
参
拝
者
は
制
限
さ
れ
て
も
法

会
や
儀
式
は
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
、
弘
法
大
師
か
ら
の
伝
統

を
守
り
続
け
て
い
ま
す

須
磨
寺
の
歴
史
〈
二
十
五
〉　

　
　
　
　
　

　
　

―
法
印
転
衣
式

一

周

忌
 

令
和
元
年
亡

三

回

忌
 

平
成
三
十
年
亡

七

回

忌

 
平
成
二
十
六
年
亡

十
三
回
忌　

平
成
二
十
年
亡

十
七
回
忌　

平
成
十
六
年
亡

二
十
三
回
忌　

 

平
成
十　

年
亡

二
十
五
回
忌　

 

平
成
八
年
亡

二
十
七
回
忌　

 

平
成
六
年
亡

三
十
三
回
忌　

 

昭
和
六
十
三
年
亡

三
十
七
回
忌　

 

昭
和
五
十
九
年
亡

五
十
回
忌
　

昭
和
四
十
六
年
亡

百

回

忌

 

大
正
十
年
亡

令和 2 年
年忌一覧

　
お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
写
経
・
瞑
想
体
験
で
す
の
で
、写
経
・

瞑
想
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
瞑
想
会
の
後
に
お
茶
を
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
心
身
共
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
写
経
の
み
、
瞑
想
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

写
経
・
瞑
想
体
験
会

蓮生院　七月から十月までの行事予定

事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

前
日
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

蓮
生
院
電
話
番
号
　
〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日
　　

時
：
七
月
二
十
六
日
（
日
）、
九
月
二
十
七
日
（
日
）、
十
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半
　
瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半

　
　
　
　
　（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

　
　
　
　
　
＊
七
月
二
十
六
日
十
時
～
十
一
時
半
、
死
生
観
く
っ
ち
ゃ
べ
り
　
　

場　
　

所
：
蓮
生
院
本
堂
　
　

参

加

費
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円



青葉の笛だより（7）
　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
須
磨
寺
参
道
に
、
爽
や

か
な
海
風
が
届
い
て
い
ま
す
。
今
日
は
三
ヶ

月
ぶ
り
の
須
磨
寺
仏
像
彫
刻
会
。「
待
ち
兼
ね

ま
し
た
」
の
名
札
を
胸
に
、
お
馴
染
み
の
お

顔
が
集
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
度
須
磨
寺
管
長

様
の
ご
厚
意
で
新
し
く
な
っ
た
私
の
工
房
兼

彫
刻
教
室
。
採
光
も
理
想
的
で
広
さ
も
十
分

余
裕
が
あ
り
、
参
加
会
員
が
一
様
に
喜
び
の

声
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
須
磨
寺
参
道
に
工
房
を
開
い
た

の
は
平
成
元
年
の
立
春
吉
日
。
か
れ
こ
れ

三
十
二
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
仁
王
様
。
三
重

塔
御
本
尊
大
日
如
来
様
、
大
師
堂
に
弘
法
大

師
様
と
続
い
て
造
仏
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、

須
磨
寺
様
に
足
繁
く
通
っ
て
い
る
内
、
仁
王

様
が
阿
形
吽
形
と
も
に
傾
い
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
や
は
り
仏
師
で

す
か
ら
、
お
断
り
し
て
柵
を
乗
り
越
え
ま
し

た
。
手
袋
越
し
に
触
れ
る
ま
で
も
な
く
幾
星

霜
を
耐
え
て
こ
ら
れ
た
損
傷
は
全
身
に
明
ら

か
で
、
特
に
体
重
の
掛
か
る
足
ほ
ぞ
に
は
倒

壊
の
恐
れ
さ
え
見
え
ま
す
。
そ
の
旨
を
当
時

の
副
住
職
現
在
の
管
長
様
に
お
話
を
し
て
、

お
修
理
の
お
応
え
を
い
た
だ
き
、
都
合
よ
く

仁
王
門
前
の
一
軒
の
空
き
家
を
工
房
と
し
て

お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仁
王
様

を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ
て
、
床
材
を
補
強
、

搬
入
搬
出
の
た
め
の
窓
枠
の
拡
張
な
ど
、
準

備
万
端
整
え
て
、
新
工
房
に
仁
王
様
を
お
迎

え
致
し
ま
し
た
。

　

お
修
理
の
期
間
中
は
当
然
、
仁
王
門
は
お

留
守
に
な
り
ま
す
。
仁
王
門
は
文
字
通
り
仁

王
様
の
門
で
す
か
ら
、
仁
王
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
と
そ
こ
に
大
き
な
空
間
が
が
ら
ん
と

あ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
お
参
り
す
る

方
に
も
、
と
て
も
寂
し
い
こ
と
と
感
じ
ら
れ

た
の
か
、
ご
先
代
管
長
小
池
義
人
和
尚
が
一

計
を
案
じ
ら
れ
、
仁
王
門
の
中
に
二
メ
ー
ト

ル
を
優
に
超
え
る
大
き
な
立
看
板
を
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
立
看
板
に
墨
痕
隆
々
と
記
さ
れ
た
文
字

に
曰
く

　
「
仁
王
様
只
今
整
形
外
科
入
院
中
」

こ
の
な
ん
と
も
奮
っ
た
立
看
板
に
、
参
詣
の

方
々
が

　
「
あ
れ
、
仁
王
様
入
院
し
て
は
る
ん
や
て
」

な
ど
と
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
そ
こ
に

仁
王
様
お
留
守
の
寂
し
さ
の
暗
さ
を
補
っ
て

余
る
、
明
る
い
笑
い
の
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
長
期
戦
は
覚
悟
の
上
で
取
り
掛
か
っ

た
御
修
理
で
す
が
、
少
し
ず
つ
解
体
を
進
め

ま
す
と
、
外
か
ら
見
た
損
傷
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
目
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
傷
、
木
の

腐
食
、
虫
害
、
欠
損
が
次
々
明
ら
か
に
な
り
、

修
復
完
了
ま
で
三
年
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
予
定
の
倍
の
日
数
を
費
や
し
た

事
に
な
り
ま
す
が
、
結
果
的
に
は
充
分
に
時

間
を
戴
け
た
お
陰
で
、
修
復
完
了
の
半
年
後

に
遭
遇
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
に
も
耐
え
る

こ
と
が
出
来
、
仁
王
様
は
今
も
し
っ
か
り
と

山
門
を
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

古
い
お
仏
像
の
お
修
理
は　

新
た
な
彫
像

と
は
ま
る
で
違
い
、
お
修
理
ゆ
え
の
楽
し
さ

（
も
ち
ろ
ん
難
し
さ
も
）
が
あ
り
ま
す
。
修
復

は
ま
ず
、
何
百
年
も
以
前
の
仏
師
さ
ん
の
仕

事
を
真
似
る
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
木
組
み

の
仕
方
や
鑿
の
跡
を
辿
り
な
が
ら
、「
あ
あ
、

此
処
は
こ
う
い
う
お
気
持
ち
で
刃
物
を
使
わ

れ
た
な
」
な
ど
と
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
時
代
を
超
え
て
職
人

同
士
が
会
話
す
る
、
ま
る
で
小
さ
な
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
の
様
で
す
。

　

阿
形
の
仁
王
様
の
修
復
を
終
え
て
、
吽
形

の
仁
王
様
に
取
り
か
か
っ
た
時
、
喉
仏
の
下

の
部
分
に
欠
損
が
あ
り
、
そ
こ
に
埋
木
さ
れ

て
い
た
小
さ
な
木
片
が
、
ポ
ロ
リ
と
は
ず
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
最
初
の
制
作
時
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
二
度
目
か
三
度
目
の
お
修
理
の
折

に
差
し
込
ま
れ
た
も
の
で
、
細
い
筆
で
書
か

れ
た
文
字
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。「
大
仏
師　

円
○
○
」
と
仏
師
名
が
記
さ
れ
て
、
お
名
前

の
円
の
後
は
掠
れ
て
読
め
ま
せ
ん
。
そ
の
木

片
を
手
に
載
せ
て
、
じ
ー
っ
と
見
て
い
る
と
、

な
ん
だ
か
何
百
年
以
前
に
修
理
に
携
わ
っ
た

仏
師
さ
ん
が
「
一
生
懸
命
努
力
し
ま
し
た
が
、

完
璧
と
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
」
と
私
に
呼
び
か
け
る
声
が
き
こ
え
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
勿
論
私
も
精
一
杯

頑
張
っ
て
お
修
理
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
完
璧
に
は
程
遠
く
、
何
百
年
か
後
に
は

お
修
理
の
必
要
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
は
、
未
来
の
仏
師
さ
ん
に
向
か
っ

て
、
私
も
ま
た
、「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
の
言
葉
を
託
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
仏
像
は
日
々
た
く
さ
ん
の
方
々
に
拝
ま

れ
る
こ
と
で
、
そ
の
計
り
知
れ
ぬ
崇
高
な
思

い
の
ち
か
ら
で
守
ら
れ
て
、
後
世
へ
と
大
切

に
つ
た
え
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
流
れ
の

な
か
で
は
、
仏
師
か
ら
仏
師
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
は
小
さ
な
一
つ
の
歯
車
役
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

仏
師
と
い
う
職
業
名
を
名
乗
っ
て
半
世
紀

あ
ま
り
、
点
描
の
点
を
な
ぞ
る
よ
う
に
振
り

返
る
と
、
こ
の
遙
か
な
道
の
途
上
に
今
尚
自

分
が
い
る
こ
と
を
、
何
よ
り
幸
運
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

そ
し
て
遠
い
あ
の
日
、
初
め
て
仏
様
の
お

顔
を
彫
ら
せ
て
も
ら
え
た
日
の
、
震
え
る
よ

う
な
喜
び
と
怖
れ
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

職
人
で
い
た
い
と
、
新
し
い
工
房
の
大
き
な

窓
を
開
け
て
、
清
々
し
い
初
夏
の
風
に
吹
か

れ
な
が
ら
、
遠
く
ま
た
近
く
の
囀
り
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

須
磨
寺
大
仏
師　
　

山
髙
龍
雲

 
仏
師
逍
遙
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ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
新
住
職
に
晋
山
致
し
ま
し
た

井
上
真
英
で
す
。
父
の
三
十
三
回
忌
に
合

わ
せ
晋
山
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

型
肺
炎
の
状
況
下
で
も
あ
り
戸
惑
い
悩
み

ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
拝
む
こ
と
に
専

念
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
と
り
あ
え
ず
拝
む
、
何
を
す
る
に
で
も

拝
む
、
禱い
の

り
が
真
言
僧
侶
の
基
本
、
ま
ず

拝
む
。
そ
し
て
、
お
寺
の
こ
と
を
考
え
行

動
し
ろ
」

　

こ
れ
は
高
野
山
で
小
坊
主
の
時
代
に
よ

く
い
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。
拝
み
な
が
ら
こ

の
国
難
と
も
い
え
る
時
代
に
、
住
職
と
し

て
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
、
ふ
と

先
人
達
な
ら
ど
う
す
る
の
か
と
日
々
、
禱い
の

り
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
須
磨
寺
櫻
壽
院
で
生
ま
れ
、
昭
和

五
十
九
年
中
学
卒
業
後
、
高
野
山
へ
上
が

り
ま
し
た
。
高
野
山
で
は
上
池
院
に
預
け

ら
れ
、
お
寺
で
修
行
し
な
が
ら
高
野
山
高

校
、大
学
、専
修
学
院
と
進
み
、得
度
、受
戒
、

伝
法
灌
頂
を
受
け
、
平
成
四
年
に
須
磨
寺

に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

高
野
山
で
の
修
業
は
厳
し
か
っ
た
で
す

が
、
良
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
多
く
の
老
僧
、
兄
弟
弟
子
、

お
参
り
に
来
ら
れ
た
方
々
に
有
難
い
お
話

を
聞
き
、
こ
の
話
も
い
つ
か
わ
か
る
時
が

く
る
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て

は
と
て
も
有
難
く
、
私
の
財
産
で
は
な
い

か
と
思
い
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
私
が
高
野
山
に
上
が
っ
た
年

は
弘
法
大
師
御
入
定
千
百
五
十
年
御
遠
忌

で
し
た
。

　
「
こ
の
時
に
高
野
山
に
上
が
る
の
は
凄
い

仏
縁
だ
。
な
か
な
か
経
験
出
来
る
こ
と
で

は
な
い
。
こ
の
仏
縁
を
大
切
に
し
な
さ
い
。

ご
縁
は
仏
様
が
結
ん
で
下
さ
る
、
こ
の
ご

縁
を
生
か
す
も
無
駄
に
す
る
の
も
本
人
次

第
。
仏
様
が
結
ん
で
く
れ
た
ご
縁
を
生
か

せ
る
よ
う
に
心
を
清
浄
に
保
ち
精
進
し
な

さ
い
」

　

高
野
山
に
上
が
っ
て
最
初
に
い
わ
れ
た

こ
の
言
葉
が
今
の
私
の
心
に
響
い
て
お
り

ま
す
。
お
寺
に
産
ま
れ
た
ご
縁
、
高
野
山

の
ご
縁
、
檀
家
さ
ん
信
者
さ
ん
を
始
め
多

く
の
方
々
の
ご
縁
、
そ
し
て
こ
の
度
の
、

櫻
壽
院
住
職
晋
山
の
ご
縁
。
多
く
の
ご
縁

に
よ
っ
て
私
は
生
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
お
寺
も
そ
う
で
す
。
ご
本
尊
並
び

に
諸
佛
、
教
義
、
檀
信
徒
一
門
の
ご
縁
、

今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
先
人
達
の
ご

縁
な
ど
多
く
の
仏
縁
に
よ
り
今
日
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。
私
一
人
だ
け
で
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
ま
せ
ん
。
櫻
壽
院
本
尊

と
の
ご
縁
、
御
大
師
様
と
の
ご
縁
、
僧
侶
、

檀
家
さ
ん
、
信
者
さ
ん
の
と
の
ご
縁
。
多

く
の
仏
縁
を
大
切
に
感
謝
し
な
が
ら
日
々

精
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

井
上　

真
英

須磨寺櫻壽院晋山式須磨寺櫻壽院晋山式
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真英僧正住職晋山式が新型コロナウイルスの状況を鑑み、最少の法縁者にて執り行われた。


